
期 日：平成21年９月３日 (木)

場 所：国立公文書館３階特別会議室

1. 公文書管理法についての感想

○山崎 本日はお忙しいところお集まりいただいてあ

りがとうございます｡ それでは始めさせていただきま

す｡

まず､ 公文書管理法全体についてをテーマといたし

まして､ 次に人材育成・専門家の養成､ そしてアーカ

イブズの普及啓発､ そして最後に残された課題､ と､

大きくこの４項目ぐらいかな､ という感じがしている

わけでございますけども､ 最初に､ 公文書管理法全体

についてお話しいただきます｡ この法律が６月24日に

成立いたしまして､ ７月１日に法律第66号として公布

されたわけでございます｡

まず､ 皆様それぞれにご感想を伺いたいと思います

のでよろしくお願いいたします｡

最初に､ 尾崎先生は有識者会議座長ということでと

りまとめをされたわけですけども､ そのお立場もふま

えましてご感想をお願いしたいと思います｡

○尾崎 公文書管理問題は､ 公文書の作成から､ いわ

ば公文書の終の住処としての公文書館での保管までつ

ながっているのですが､ ここに至る歴史を振り返って

みるとまず公文書館の設置から始まったわけですね｡

昭和46年に国立公文書館というのができた｡ それから

情報公開にいって､ 個人情報の問題があって､ それで

最後に公文書管理の法律と､ いわば逆流した形で進ん

で来たということで､ 本当は一番スタートの場所にい

るはずの公文書の作成・管理についての法律制定が最

後になって､ どうやら完結ということになったわけで

す｡ 最後の締めの仕事に関与させていただいて､ 大変

光栄であったというように思っております｡

公文書管理問題は､ 福田元総理が官房長官のころか

ら非常に関心を示されて､ いろいろと勉強を重ねられ

てきていたのですが､ それによって何か共通の認識み

たいなものは大抵でき上がっていたように思います｡

有識者会議が始まった冒頭の上川陽子大臣のご挨拶

の中に重要なポイントは既に入っていて､ そこからあ

まり外れることなく､ 有識者会議の議論が進んだよう

な気がしております｡

上川大臣が担当大臣に指名されたのが去年の２月29

日で､ そして３月に第１回会合をやって､ 次の通常国

会には法律を出したいということで､ 10月には審議を

終えるというような大変忙しい日程でしたし､ 特にそ

の有識者の皆さん､ 大変お忙しい方ばかりであります

から､ そういう方々に無理をお願いして間に合わせる

ということが､ 座長としては非常に重い仕事であった

という気がしております｡

しかも､ これも上川大臣の強いご希望で､ 全部公開

にする､ 公開の場での議論でそれをまとめていかなく

てはいけない｡ 結構座長としては緊張する状況ではあっ

たわけですが､ 有識者の皆さんの厚いご配慮とご協力

がありまして､ 大変的確に意見を述べていただいたも

のですから､ 上手にまとめることができたのではない

かなというように思っております｡ 感想としてはそう

いうことです｡ 間に合ってよかったなということです

ね｡

特に報告を出した後､ 法案化し､ その法案を与野党

の間で十分に検討してもらいまして､ かなりの修正を

したり附帯決議をつけたり､ 本当に与野党一致して法

律を成立させてくれたということが大変ありがたかっ

たし､ そういう形ででき上がったというのが､ 今後実

施していくに当たっても大きな意味を持つのではない

かなというふうに思っております｡

すみません､ ちょっと長くなりました｡

○山崎 ありがとうございました｡

では次に､ 御厨先生は政治学者として､ また今､ 政

策評価委員会の委員としてご活躍ですけれど､ この公

文書管理法の成立にどのようなお考えをお持ちでしょ

うか｡
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○御厨 私はむしろ､ こういうものが出たら､ あるい

はこういうものが出なくても公文書というものを自分

の研究に使いたい､ そういう立場に常におりましたの

で､ その点を含めて若干の感想を申し述べたいと思い

ます｡ まず第一は､ 一つは受け皿であるというか最終

的な場である公文書館が､ 政策評価委員会の立場から､

ここ数年非常に充実してきたというか､ 非常に積極的

に文書をとにかく公文書館に出しなさいということを

言って､ それがまた官僚の内部の中にあっても受け入

れられる状況になってきているという内側の事情とい

うのがあります｡ そこに今度は外側から､ 公文書のあ

り方については､ これはできる限り公文書館に出した

ほうがいいんじゃないかと､ 福田さんは特にそうお考

えでしたし､ それ以外でもそういう気運になり､ それ

はだめだとは非常に言いにくい状況になっていました｡

そこをうまく政治が拾ってくれたというところがあっ

て､ 今日の事態になったんだろうと思うんですね｡

私自身はこれまでの研究生活の中で､ 中曽根内閣の

外交問題や､ 外交だけではなく､ 内政に関しても､ 日

本にいては文書が出ないからといってみんなアメリカ

のナショナルアーカイブズに行っちゃうのをなさけな

く思っていました｡ そうすると､ 向こうで文書を見つ

けて､ これこれという｡ しかも必ずそれを使った論文

を読みますと､ これに関して日本ではまだ文書が開い

ていない､ ないしはあるかどうかもわからんというよ

うなことが書かれていて､ 随分大変なことだなと思っ

ていました｡ やはり90年代以降､ 急速にそこは溝が埋

まってきたかなという感じを持っています｡

ただ､ 有識者会議の皆様には本当にご苦労いただい

たと思うんですが､ 公文書と言ったときにみんなが持っ

ているイメージはばらばらで､ それをあるスタイルに

合わせて､ そしてそのルールを決めていくというのは､

これはもう尾崎先生のところで相当ご苦労なさったと

思います｡ そこが割と早く短い期間にうまくでき上がっ

たものですから､ あとはこうした政治状況の中で､ 一

時期は成立が危ぶまれたりしましたよね｡ 法の成立ま

もなくいよいよここで政権交代があったということで､

多分民主党は相当程度この問題に関しては後押しをす

るのではないかというふうに思いますので､ これから

前へむしろどんどん進んでいく｡ その点で言うと､ 後

でもちょっと申し上げてもいいんですけれど､ むしろ

これから後は､ 公文書館のほうの体制が大変で､ 長い

間いわゆる独法化に伴って､ 定員についても､ これを

減らすとか右肩下がりでやっておったのをどう転換す

るのか｡ これから専門員を雇ってどうしていくか｡ 人

数も増えるだろうし､ 業務も増えるという､ そこをど

うやっていくかというのは恐らく大変だろうと思うん

ですけれど､ とりあえずはそんな感想を持っています｡

○山崎 ありがとうございます｡

では次に､ 朝倉先生はマスコミ界の重鎮として､ ま

たこの有識者会議にもご参加されたわけでございます

けれど､ この公文書管理法ができたということについ

てどのようにお考えでしょうか｡

○朝倉 まさしくマスコミ人として眺めていた感じか

ら言いますと､ 一つは､ 先ほど尾崎さんがおっしゃっ

たように､ やっぱり福田元首相の存在というのが官房

長官時代からとても大きな役割を果たしていたと思う

んですね｡ そういう感じが非常にしたのと､ それから

最初のほうに至る段階では､ 先ほどこれも尾崎さんが

おっしゃるように､ 上川担当大臣が非常に熱心で､ 尾

崎座長の取り運びとかご苦労というのもよく見えまし

て､ 間に合ったんだろうと思います｡ その報告書の内

容と法律の関係については､ これはそもそも審議の過

程を見ておりますと､ それなりにみんな各党会派､ そ

れから各界の人たちそれぞれいろんなご意見をお持ち

で､ それから中央・地方の実務者たちの思いというの

もそれぞれあるようで､ したがってこういうことで落

ちついたということでいいのかなと｡ まさしくこれが

超党派で成立したということに大きな意義があるんだ

ろうと｡ ただ､ 報告書作成に参加した身の一人として

は､ 中央管理機関の性格､ 位置づけをどうするかとい

うところ､ つまり最終報告では特別の法人という形で

出したんですが､ それが漠とした附帯決議で終わっちゃっ

たというのはちょっと残念です｡

○山崎 ありがとうございます｡
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高山館長は官房長官の懇談会のころから座長として

長年この問題にかかわってこられたわけですけれども､

今回の公文書管理法の成立につきまして感想をお願い

したいと思います｡

○高山 まずその前に､ 今お話がありましたように､

官房長官の懇談会､ そして有識者会議､ そしてこの法

案ということで､ 今日ご出席のお三方の先生方には大

変お世話になりました｡ それから､ 今日ここにおいで

にならない懇談会､ 有識者会議のメンバーの方々もい

ろんなご助言とかあるいはご指導､ ご支援があったと

いうことに対して､ 一言この場をかりてお礼を申し上

げたいと思います｡

それで､ 今回の法律の背景は､ 先ほど尾崎さんのほ

うからお話がございましたように､ 昭和46年の公文書

館の開設というところまでさかのぼれるかと思います

が､ 直接的には､ たしか平成15年4月だったかと思いま

すが､ これも裏で福田先生が動いておられたんだと思

いますけれども､ 内閣府の官房長のもとでの研究会と

いう形でグループが発足をいたしまして､ それをすぐ

福田さんが官房長官のもとの懇談会に格上げしようと

いうご指示をされて､ それから先生方のいろいろなお

力添えがあって､ 今回法律が成立したということで､

これは私個人にとりましても大変喜ばしいことだとい

うふうに思っております｡

今回の法律を拝見いたしまして､ 私は法律について

細かいことはよくわからないのでございますが､ 次の

ような感想を持ちました｡ １つは､ 今までの公文書館

というのは､ これは官のための､ 官というのは官と民

という場合の官のための公文書館､ それから､ 先ほど

来､ 御厨先生が盛んにおっしゃっていらっしゃいまし

たが､ 研究者のための､ 特に歴史学研究者のための公

文書館､ それがこの法律に至って､ 国民のための公文

書館というふうに理念といいますか性格が変わってき

ているというふうに思うんですね｡ これは決して性格

が変わってしまって､ 前のものは無くなったのではな

くて､ 実は重層的に官のための公文書館でもあるし､

研究のためにも役立たなければいけないし､ そして国

民各層に浸透していくという公文書館が必要でこれか

らはその方向でいかなくてはいけないというのが法律

の趣旨ではなかろうかというふうに理解をしておりま

す｡

そういう面で､ 文書管理の観点からちょっと生意気

なことを言わせていただきますと､ 今度の法律で一つ

は文書主義が日本でも法律的に明示されたということ

が非常に大きなことであったかと思います｡ それから､

先ほど来､ 情報公開法との関係も話に出ておりました

けれど､ 文書管理についての一般法として公文書管理

法が置かれるということが明示されたとうかがってお

り､ これは大きな意味をもつと思います｡ さらには､

有識者会議で言っていただいた文書のライフサイクル

管理ですね｡ 現用文書と非現用を区分しないでこれを

統一的にとらえようということ､ さらには実際に管理

をする面で統一的な文書管理体制を構築することが必

要だということをうたっていただいた｡ こういったと

ころを大変重要なポイントとして私は理解させていた

だいております｡

2. 印象に残ったこと､ 法律の与える影響

○山崎 先ほども上川初代大臣のことが話題になりま

したけれど､ 取りまとめに当たりまして､ 特にご苦労

された点､ あるいは何か印象に残った点などがあれば

お聞かせいただきたいと思います｡

また､ 最終報告の理念､ 内容と法律を比較いたしま

して､ どの程度有識者会議の内容が実現されたという

お考えをお持ちでしょうか｡

○尾崎 苦労したことですか｡

○山崎 あるいは印象に残ったことでも結構です｡

○尾崎 印象に残ったことということになりますと､

やはり上川大臣が最初に各省庁を回られた､ あの動き

のよさですね｡ これは随分各省庁の気持ちを変えたよ

うな気がしますね｡ あそこである程度勝負があったと

いうような感じです｡ それが一番印象に残りましたね｡

それから､ 報告に書いたことと法律との関係ですが､

国会の審議を議事録で読んだりしますと､ 意外に理念

的なところのお話が多いんですね｡ だから､ その点は
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我々の議論したこととほとんど同じといいますか､ む

しろそういうところをやや法律のほうは簡潔に省略で

きるところは省略してやってあるのを､ さらにむしろ

報告の文章に近づけるようにしてほしいというような

議論で､ これも私としてはありがたかった話ですね｡

それで､ 問題は､ 法律をつくっても実際にその法の

精神にのっとって行政が動かないと意味がないわけな

んですね｡ そういう意味では､ 公務員の従来の文書に

対する意識というものを変えていかなくてはいけない

ということがこれからは大切な問題ではないかと思い

ますね｡

先日､ ある週刊誌に書いてあったものですから､ 甲

子夜話を調べてみたのですが､ 寛政の改革ですか､ 松

平定信､ あのときに自分の仕事をきちんと書きとめな

さいよと､ それからそれはいつのことかちゃんと書き

なさいよ､ それからだれに仕事を引き継いだかちゃん

と書いて､ それをお目付に文書にして出しなさいと｡

しかし､ 文書の引継ぎを続けていくうちにだんだん古

くなって､ だれも使わなくなってくるだろう｡ そうい

うものは整理して､ それを何か多聞櫓ってありますね､

あそこに全部片づけておいて､ もし必要ができたらそ

こから出して使えと､ そういうふうにふれ書きが出さ

れているんですね｡ 考えることは同じだなと思って､

一種の行政改革なんでしょうけれども､ 寛政の改革で

もそういうことを言っていたのかと思って感心したん

ですが､ そのときに全く抜けておりますのは､ それは

全く事務のため､ 事務のためにそういうことをやりな

さいということだけで､ 研究のためとか､ 先ほど館長

がおっしゃったように国民の利用のためとか､ そうい

うことは何もないんですね｡ だから､ そういうところ

まで公文書というものが､ 国民の利用とか研究とかそ

ういう面から広く活用されるというのが､ やはり明治

以降の西洋的感覚というんですか､ そういうもので､

それが日本において恐らくほとんど完全に採用された

形になったんだなと思います｡ だからそこのところ､

日本の行政のやり方､ 江戸時代の行政のやり方の意識

だとやっぱりだめなんで､ 意識改革といいますか､ 公

務員の文化を変えるといいますか､ そういうものがこ

れから大切なんじゃないかと思いますね｡

○山崎 ありがとうございます｡

朝倉先生は､ 有識者会議の議論の中で特に印象に残っ

た点とかいうのは何かございますか｡

○朝倉 印象ですか｡

○山崎 何かほかの審議会とはちょっと違うなという

点でも結構なんですが｡

○朝倉 印象と言えば､ 我々の理念の表現ということ

と法律上の表現問題の一番の違い､ それを象徴するの

がその表題につけられた ｢時を貫く｣ という言葉なん

だろうと思うんですね｡ あれは､ 上川先生が考えたん

ですか､ 実にうまいキャッチフレーズだったと思うん

ですが､ しかしこれは法律上の表現にはなるまいなと

思っておりましたけれど､ ただ､ 審議状況を見ますと

それなりに､ 今尾崎さんがおっしゃったように､ 随分

苦労していろんな表現､ 審議の過程で随分かなりかん

かんがくがく工夫されていたなと､ こういう印象を持

ちました｡

○山崎 ありがとうございます｡

それでは､ この法律が制定されたわけですが､ 今後

のその与える影響といいますか､ 御厨先生､ 政治学者

には研究過程でなかなかその役所の文書が手に入らな

かったというご経験もあるかもしれませんけれども､

今後この法案がちゃんと施行されれば､ 研究者に与え

る影響とか､ あるいは広く国民一般に与える影響とか

につきましてはどのようにお考えですか｡

○御厨 研究者に関して言えば､ 特に戦後史といいま

すか､ 戦後日本の研究が恐らく画期的に変わるだろう｡

従来､ 戦後というのは､ なかなか依拠するのにふさわ

しい資料というのが乏しかった｡ ごく一部の役所から

時々流れ出る文書とか､ それから一部の役所では自分

たちのやった施策をまとめたものがあるとかというと

ころはやりやすいんですが､ そうでないところという

のは全くブラックボックスだったんですね｡ もちろん､

年鑑を見るとか当時の新聞を見るとかというので補完

はできますけれど､ しかし当事者が何を考えていたか

というのはやはり公文書に当たらない限り見えてこな

いんです｡ その部分に関して言えば､ これから戦後体

制の見直しがいろいろなところで行われますが､ 研究

のほうでもそうなります｡ したがって公文書が出てく

るということは私は研究者にとっては非常な喜びであ

ると同時に､ これまでは我々もそこはうまいことをやっ

ておりまして､ ここは文書がないから書けないとか､

文書がないからということを言いわけにしていたんで

すけれど､ それができなくなった｡ つまり､ 今度は怒

濤のように文書が出てきますから､ この文書の海をど

うやって泳ぐかというのは､ むしろ研究者の力量を問

われるところがあって､ そこは恐らくこれから今まで
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の体験というのが役に立たない｡ 若い諸君はこれから

そういうところで新しい体験を､ 文書がどんどん見ら

れる状態の中で新しい体験をするんだろうというのが

一つです｡

それからもう一つ､ 国民とおっしゃいましたけれど､

これも実は重要でありまして､ やはりこういう法律が､

あるいはこういう政策がどうしてこういうふうに決まっ

たんだろうかというのは､ 関心の深い人だったら実物

を見たいと思うんですよね｡ 団塊の世代の皆さんがこ

れからどんどん定年に入っていきますけれども､ そう

やって定年になったもののまだ力の余っている知的関

心の高い人たちが何をやるかといったら､ やはり自分

たちがやってきたことについて振り返るということが

あると思うんです｡ 彼らは恐らく公開された公文書が

あったら喜んで利用するだろうと思います｡ それから

もっと若いほうで言いますと､ 高校生や中学生にも公

文書へのアクセスみたいなこと､ これは後に教育の話

になるんでしょうから､ そうすると文書というのは身

近に存在するものだというふうになってくると随分状

況が変わってきます｡ それは必ず変わるだろうという

気がします｡

○山崎 ありがとうございます｡

今後法律では２年以内に全面施行ということになっ

ておりまして､ これから内閣官房の公文書管理検討室

と国立公文書館が中心になって政令の作成､ あるいは

各種規則､ ガイドラインの作成とかそういう作業が続

くことになります｡ そういう作業を通じまして､ いわ

ば増原副大臣の言葉では､ 法律に魂を入れるというん

ですか､ 魂を入れていくような作業が続くわけです｡

先ほど尾崎先生は､ 公務員の意識改革ということもおっ

しゃいましたけれど､ 今後施行までの間で､ 特にどの

ような点に留意していけばいいのかというのがござい

ましたらご指摘いただきたいと思います｡

○尾崎 施行するまでの間に政令をつくったり省令を

つくったりするわけでしょう｡ それについてもできる

だけいろんな人の意見を聞いていくことが大切だと思

いますよね｡ 政令なんかの分野はパブリックコメント

なんかを求めるわけですよね｡ そういうことをきちっ

とやれば､ 今度はかなり関心を持たれた方が多いと思

いますので､ いろいろ踏み込んだ意見も出てくるかも

しれませんね｡

○山崎 ありがとうございます｡

朝倉先生､ こういう円滑な施行あるいは国民への世

論喚起といいますか､ そのためにはマスコミの応援と

いうのも必要になってくるでしょうし､ 場合によって

は､ マスコミによる役所の監視みたいな､ そういった

ことも必要かもしれませんけれど､ この施行までの留

意点といいますか､ あるいはマスコミとしてこういう

ことをやったほうがいいということがもしおありでし

たら､ お話しいただきたいと思います｡

○朝倉 施行後のことについては私は楽観しておりま

して､ 生意気な言い方をすると､ 私の公務員というも

のについての感じから言えば､ 規定があいまいなとこ

ろにいろいろすぐ不祥事が生じて､ この問題の関連で

言えば､ 審議過程でもよく挙げられましたが､ 薬害肝

炎関係の書類が放置されていたという､ これははっき

りしないで不作為による不祥事といいますか､ 逆にそ

のはっきりしないところでかたく言えば裁量権の濫用

というんですか､ やはり例に挙げられたインド洋上の

自衛艦の資料が何かしらないけれど廃棄されちゃった

みたいな､ ああいうことがあったわけですが､ ただ今

度こういう法律ができましたよ､ こういう趣旨ですよ

ということがはっきりして､ なおかつ､ 規則なんかが

はっきりすると､ 公務員というのはそういうはっきり

したものは非常にきっちりやるんですね｡ ですから､

この法律ができてこれからということを考えると､ そ

んなに心配したことはないのかなと｡ ただ､ そこでマ

スコミがという場合には､ これはマスコミを活用する

にはどう話題を提供するかということなんですね｡ そ

の話題の提供の仕方は多分､ 他方､ 超法規的にといい

ますか､ フライングするぐらいの感覚で話題をつくっ

て､ 例えば極端なことを言いますと､ 担当大臣があえ

て個人的夢に近いでかい話をぶち上げて､ それがもと

で論争が生じたと｡ そうすると､ これはこれで結構な

んですね｡ 論争が生じた､ あるいは､ 喧嘩しています
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よと言うとオーバーですけれど､ そういうところはマ

スコミは非常に喜んで取り上げるわけで､ これはある

意味では社会的認知度を非常に高めるのではないかと､

そのくらいのことがあってもいいかなという感じがし

ておりますけれどね｡

○山崎 ありがとうございます｡

○尾崎 今の関連で言いますと､ 私は公務員生活と､

それから国民生活金融公庫という政府機関を通じての

経験で､ こんなにマスコミが好意的だったことはない

ですね (笑)｡ いろんなことをやってきましたけれど､

本当にこの問題についてはマスコミが協力してくれた

というのが非常に大きかったし､ とにかく役所の中の

文書の話ですから､ 一般の人にとっては全然興味がな

い話だと思うんですよ｡ それがあれだけ話題になった

ということはマスコミに感謝しています､ 私は｡ 社説

でも取り上げていただきましたし､ いろんな機会にバッ

クアップしていただいた､ それがスムーズに進んだ最

大の原因じゃないかなというふうに最後の会議のとき

にマスコミに一言感謝しました｡ 本当にそう思います

ね｡

御厨先生に１つお願いがあるんですけれども､ これ

から公文書館というものを上手に国民が利用し､ また

関心を持ってもらうためには､ これから学者の先生方

に大いにご利用いただいて､ そのときに参考資料は何々

という後に何々公文書館所蔵というようにぜひ入れて

ほしいんですよ｡ そうすると､ これは随分影響するん

じゃないかと思うんですね｡

例えば､ 神奈川の公文書館にあるとか､ 地方のどこ

かにあるとか､ あるいは国立公文書館にあるとか､ ぜ

ひこれを学者の皆さんが心がけていただいたら､ これ

は非常に大変な援助になると思いますし､ 公文書館そ

のものがまた張り合いがある話になります｡

○御厨 そうですね｡ 今までも個人の文書に関しては､

みんなそれは所蔵してあるところまできちんと書きま

したしやっています｡ 公文書のほうはいかんせん今ま

でとにかく､ 国立公文書館に関して言っても､ なかな

かそういうことを書くのは書きづらいというところが

あったんですね｡ これからは本当にオープンですから､

それはやれると｡

それから､ 公文書館でお進めになるのは今出た地方

の公文書館とのネットワーク､ それがちゃんとしてく

ればおっしゃるようなことはすぐできるわけです｡ そ

れを書いて､ でも､ 最近私のところで論文を書いてい

る若い連中は､ 本当に国立公文書館のここにアクセス

しろというアクセスのアドレスまで書いています｡ こ

れが入っているとすぐにみんな検証するためにそれを

見ることができるわけです｡ だから､ これからの若い

連中は多分そこまで書くようになると思いますので､

もちろん私も微力ながらお手伝いをしますが､ もうそ

れは余り心配ないんじゃないかという気がしますけれ

どね｡

○尾崎 ぜひ入れてください｡

○山崎 御厨先生は､ 政治学の研究の過程で､ 役所の

体質でありますとか､ あるいは公務員の行動パターン

とかもよくご存じと思いますけれども､ 先生は施行ま

でに何か特に留意点というのはございますか｡

また､ 政権交代ということになったわけですけれど､

そういう政権交代を踏まえての留意点みたいなものが

もしあればあわせてお聞きしたいと考えておりますが､

よろしくお願いいたします｡

○御厨 さっきもちょっと言いましたけれども､ 政権

交代はいい方向に向くだろうと思います｡ また､ 次の

政権交代が当然二大政党ということになれば出てくる

わけです｡ そうすると､ 自分たちもきちんとしておか

ないと次の内閣のもとでまたあけられるということに

なりますから､ 私はこれはいい意味でのよき法律ない

しよき政策をつくる競争に公文書というのは使われる

ようになると思いますので､ それは非常にいいと思い

ます｡

それで､ 施行までに注意しなければいけないことと

いうのは､ いろんなことがあるんだろうと思いますけ

れども､ 一つやはりポイントは､ 今回､ 公文書管理委

員会をおつくりになりますよね｡ その際の委員の人選

ですね｡ 私は公文書管理委員会というのは今後ずっと

続いていくと思いますけれど､ やはり最初のメンバー

が､ やり方を全部決めていくと思います｡ もちろん､

この公文書館の中のあり方とか制度も大事ですけれど､

委員会にどういういい方に入っていただくかというこ

と､ そこがまさに委員会発足までの間に相当いろいろ

と留意していい方を選んでいただくというのがポイン

トじゃないかという気がしますね｡

○山崎 ありがとうございます｡

この円滑な移行のためには､ 公文書館の体制整備と

いうのが､ これは附帯決議にも書かれており､ 公文書

館の果たすべき役割がこれから一層大きくなるわけで

ございますけれども､ 高山館長は､ 今後の体制整備あ
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るいは施行までの準備等につきまして､ どのようにお

考えでしょうか｡

○高山 まさに､ 行動の主体であるところの公文書館

の体制が､ ご承知のように非常に貧弱であるために､

いろんなことを期待されても､ 今のままではどうしよ

うもないわけですから､ これを強化することが第一で

す｡ 強化する､ 体制を整備するというのは一体何かと

いうことを考えますと､ やっぱり国立公文書館も一つ

の組織ですから､ 組織の体制を強化するための常道で

あるところの人
ヒト

､ 物
モノ

､ 金
カネ

を強化していかなければしよ

うがないんじゃないかと考えます｡

人というのは何かというと､ これは主として公文書

館の中で専門的に働ける人である｡ 物というのは何か

というと､ これは移管されてくる公文書ですね｡ いわ

ゆる公文書館としてのコレクションになるもの､ これ

がさらに強化されるべきです｡ 今は､ よく言われてお

りますように､ 移管率が0.7％という数字が知られてお

りますが､ 要するに1,000件の文書が現場でつくられた

ときに､ たった７件しか公文書館に入ってこないとい

うことでは､ これは将来の研究をされるにしても何に

しても､ 探しているものが公文書館には無いというこ

とにもなりかねないと思います｡

お金というのは何かというと､ これは言うまでもな

く予算でして､ それがあって初めて人も物も調達・運

用が可能になってくるということなんですが､ 資料そ

のものは仮に今すぐに公文書館に移管されなくても､

原局でもって保存されているという状況でもしばらく

の間は大丈夫だというふうに思いますが､ すぐにでも

手をつけていかなければいけないのは､ これは公文書

館の中で仕事をしていただける専門的な職員の方､ こ

の数を増やしていかなければいけない｡ 単にこれは労

働力が増えるだけではどうしようもないわけですし､

それから例えば､ ある能力を持った一定の年齢層なり

経験年数なりの人の数さえ増えればいいというだけで

はこれはどうしようもないわけで､ これらの人を統括・

管理するような立場の人も必要であるし､ それから一

遍にいろんなことが強化されるというわけではなくて､

ある部分から手をつけていかなければいけないでしょ

うから､ まずその組織というものはどういう形での公

文書館の組織であるべきかということを考えて､ 公文

書館でどういう仕事をやらなければいけないのか｡ す

なわち､ 国立公文書館として従来から提供していた､

官の世界に対して､ 研究者の方に対して､ あるいは一

般国民に対して提供していたサービスに加えて､ 新た

に何が必要なのか､ どれをどこまで､ 当面例えば１年､

２年というような期間でもって新たにサービスが提供

できるのかというようなことをきちんと踏まえて､ こ

の組織計画というものを前提に置いて人を増やしてい

かなければいけない｡ こういう総合的な計画というも

のがまずきちんと作られなければならないだろうとい

うふうに考えております｡

そういう中で､ 人・物・金というのは､ 言ってみれ

ば公文書館というシステムに対する経営資源として入

力 (インプット) されるべきものであって､ それらが

入力されることによって､ 公文書館サービスというア

ウトプットが出てくるということになってくるわけで

すね｡

そうすると､ そこであまり法律的な考え方ばかり強

調は私もしたくはないんですが､ やっぱりインプット

とアウトプットとの比ということが意識されてくるん

ですね｡ そこで効果的なものから手をつけていかなきゃ

いけない｡ その辺の公文書館側のこれからの目先､ あ

る一定のレベルまでの体制整備をしていく目標をつくっ

て､ その目標に至る工程表をどうつくるか､ そこのと

ころが一番我々に課せられた大きな問題だというふう

に認識しております｡ 大変難しいことで､ また先生方

のお知恵を借りなければいけないかなというふうに思っ

ております｡

○山崎 ありがとうございました｡

来年度から次期中期計画が始まるわけで､ そこにど

ういうふうに書くかというのが大きな課題だろうと思

いますので､ その辺につきましてはまた先生方のお知

恵もかりながら､ 館としてはやっていかないといけな

いのではないかと思います｡
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3. 人材育成､ 専門家の養成

次に､ 人材育成あるいは専門家の養成のテーマに移

りたいと思います｡ 先ほど尾崎先生から公務員の意識

改革というお話がございましたけれども､ その公務員

の意識改革､ そして今は我が国では少ない専門家の養

成確保というようなものが大きな課題になっているわ

けでございます｡

特に､ この専門家の養成確保につきましては､ 今､

在野の専門家が必ずしも十分じゃないわけですので､

こういう専門家と各府省の職員とのコラボレーション

といいますか､ あるいは役割分担といったようなもの

も今後重要になってくると思うんですけれど､ 尾崎先

生は人事院の合同初任研修の講師で文書管理を講義さ

れたり､ いろいろご活躍なわけでございます｡ こうい

う今後の専門家､ 専門家と役所の人との役割分担とか､

場合によってはＯＢの活用みたいなものも一部あるか

もしれませんけれども､ それについて一番効率的な方

法というとちょっとおかしいかもしれませんけれど､

今後こうすべきという点につきまして､ どのようにお

考えでしょうか｡

○尾崎 私はこう思うんです｡ 今の公務員の公文書に

対する意識といいますか心構え､ そういうもののレベ

ルアップという問題が一つあるわけですね｡ これはす

べての公務員に対して｡ まずそれが一つ重要な仕事｡

今までのように一生懸命仕事をやって､ 最後に決裁が

終わってしまったらもう次の仕事にかかって､ 前の仕

事の関連書類はどこかに積んでおくという話ではなく

て､ きちんとその都度整理をして､ 管理簿に載せてい

つでも見つけ出せるようにしておくというようなこと

までちゃんとやりなさいよという､ 一人一人がそれを

理解できるような状況､ つまり常識のレベルアップと

いいますか心構えの問題が一つある｡

それからもう一つは､ 本当にその文書を管理し整理

し移管をするという実務に当たる人たちがやっぱり要

ると思うんですね｡ これをその一般の公務員にしっか

り自分でやれと言っても､ 全員に言うのは無理だと思

うんですよ｡ だから､ そこには各省の中にもそういう

担当者というのが必要であると同時に､ 本当にそれ専

門のアーキビストみたいな人を育てていって､ そうい

う人が相談に乗ったり応援に行ったりしてできること

ではないかなと｡

だから､ 一般的なレベルアップと専門家を育てると

いうことと二つあると思うんですね｡ 一般的なレベル

アップについては､ 私は､ 公務員研修所というのがあ

りますから､ あれを100％利用して､ 一番最初は初任者

研修で､ こういうことが非常に大切なんだということ

をやりましょうと｡ それから､ ある程度仕事を覚えて

から､ 仕事と結びついた姿で一遍やりましょうと｡ そ

れから､ 管理職になったぐらいのところで､ 管理職に

なってもその公文書管理の問題を忘れてはいけないぞ

と､ しっかり下を見ていろよということを､ そういう

意識をもう一回植えつけるというような三段階ぐらい

要るんじゃないかなと公務員研修所のかたがたと話し

あったりしているわけなんですけれども､ それぐらい

努力しないとなかなか公務員文化が変わっていかない

んじゃないかなと｡

それから､ 専門職のほうは､ やっぱりこれは大学レ

ベルで頑張っていただかないといけない話じゃないか

なというように思います｡ そこまで公文書館でやれと

いってもなかなか無理な話でしょうから､ もう既に学

習院大学等で始まっていますから､ そういうものがも

う少し広がってくれて､ そういう専門の仕事に自分が

人生をかけようというような人たちが出てくるという

ことが望まれるのではないかというふうに思いますけ

れど｡

○山崎 ありがとうございます｡

今､ 大学での養成という話が出ましたけれども､ 御

厨先生､ 今アーキビストの養成につきましては､ 先ほ

どの尾崎先生の話のとおり､ 昨年４月に学習院大学で

初めて大学院の修士課程が始まったばかりとか､ 取り

組みが開始されたばかりでございますけれど､ 今後､

アーキビスト､ レコードマネジャーなど専門家の養成

をしていく上で､ これら専門家に求められる資質・能

力といいますか､ 例えば今も行政も世の中も高度化し

ておりますので歴史学だけでも不十分でしょうし､ 政

治学とかあるいは法学の知識も必要でしょうし､ 場合

によっては情報処理の能力といったものも必要になる

かもしれません｡ そういう専門家に求められる資質､

あるいは大学での養成方策につきまして､ どのように

お考えでしょうか｡

○御厨 本格的なアーキビスト養成というのは､ 本当

にようやく始まったばかりで､ これまでのアーキビス

トというのはみんな見よう見まねですよ｡ 本当にその

場で現場教育みたいなもので､ 自分で学んできたとい

うところが大きい｡ これからは､ 大学でやる場合には､

学習院でやっているものも､ 私､ カリキュラムを見ま
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したけれど､ 割ときちんとマニュアル化されてきてい

ます｡ だから､ それ自体については､ これからどうい

う効果が出るかという話ですから､ すぐに何やかやと

いうものではありません｡ ただ､ 今までのタイプにし

ても､ これから出てくるタイプにしても､ 私やはり実

際ここに入って､ あるいは地方でもいいんですが､ そ

こで公文書館に入って､ 現実の公文書を扱うというこ

とになったときに､ もうちょっとそこで第二段階めの

学習をしませんと､ えらくアーキビストって､ こうい

う言い方は悪いけれど､ 専門職って割と独善的になり

がちなんです｡ 自分が大学で習ったことをそのまま持

ち込んで､ これはこうあるべきだ論をやり出すと､ も

のすごいずれができちゃって､ やはり専門家というの

はねと思われちゃうんです｡ そこは尾崎先生が言われ

たように､ 最終的には現実にその場でやっていくため

にはある種のコラボレートが必要です｡ だから柔軟な

対応を､ つまり､ こうだとあらかじめ決めてやるので

はなくて､ やはりこれはこういう場合もああいう場合

もあるんだという､ そういう柔軟性みたいなものをあ

わせて大学のときから少しやっていただきたい｡ それ

でここに来れば､ 現場の人たちとの接触の中で早いう

ちに現実とのふれあい方を覚えてもらう｡ そうでない

と､ アーキビストというのはだんだん独善的に偉くな

りますよね｡ そうすると､ 何か敬して遠ざけるという

形になると一番それはまずいわけですから､ そこを注

意すれば､ 私はまだこれからの話ですから大丈夫だと

思うんですね｡

○山崎 ありがとうございます｡

朝倉先生は､ 公務員の意識改革あるいは専門家の今

後の育成につきまして､ どのようにお考えでしょうか｡

○朝倉 今の話にあったように､ そもそもこの世界､

アーカイブズ学そのものがまだ発展途上というか､ そ

ういう状態のような印象を受けていますが､ それで､

独善やらあるいは実務との行ったり来たりというよう

なそういうこともこれから考えていかなければならな

いとすれば､ 私は一つは､ やっぱり資格制度のあり方

というものも考えるべきなのかなと｡ 国によって､ 資

格制度がなくて､ 何か課程を修了しただけというよう

な形のところもあるようですけれども､ それをうまく

多層的に構築することによってそういう独善も避けら

れるようなことになり得るのかなと｡

それから､ ちょっとやや外れますけれど､ 例えば気

象予報士という資格がありますね｡ ウェザーキャスター

とか､ あれは国家試験ですが､ 実はあんな資格という

のは世界じゅうどこにもないんですよね｡ しかしまた､

逆に言うと日本の風土としてああいう資格をとても好

むというか､ ある意味敬意を払う､ 尊重するという､

そういう風土があって､ このアーキビストの場合も一

つの専門・資格制度というのをうまく構築すると､ そ

の社会的ないわばソーシャルステータスのイメージづ

くりとか人気度に役立つのではないかなと､ そんな感

じを持っております｡

○山崎 ありがとうございます｡

先ほどの柔軟性､ そして頭の中ではなしに､ 実際の

文書を見ての対応というのが大切だという話でござい

ますけれど､ 学習院大学の修士課程の学生も､ 学習院

大学の要請によりまして､ 実地研修ということで､ 公

文書館にも見えていたり､ そういう努力はしているわ

けでございますけれど､ 高山館長は長く大学教授のご

経験もあるわけですが､ 今後の専門家養成に当たって

の公文書館と大学との連携､ あるいは大学と行政一般

との連携とか､ あるいは､ 行政一般でも構いませんが､

どのようにお考えでしょうか｡

○高山 先ほど御厨先生から出た､ 専門家というのは

往々にして独善的になるという､ これは確かに私も非

常にそれは感じていますし､ 今アーキビストの養成を

しようとして頑張っていらっしゃる学習院大学の先生

方､ 皆さんも同じように考えています｡

多分これは日本だけじゃなく､ 世界じゅうにそうい

うことはあるんじゃないかなと思っているんです｡ じゃ､

外国はどうやっているということになると､ 日本の大

学はどうも大学で専門家を養成するというと､ 学部が

中心になるという考えが強いんですが､ 外国はプロフェッ

ショナルスクールというと全部大学院レベルなんです｡

そうすると､ 大学の学部を出て､ 学部で何か勉強して
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いるわけです｡ その専門主題を身につけて､ しかもそ

れで一遍世の中へ出て､ これは私は北米の経験しかな

いですから､ 北米のことを念頭において話すわけなん

ですが､ それで学費を稼いで貯金をして､ その後でマ

スターコースに入ってくる｡ そうすると､ 彼らは専門

的な知的なバックグラウンドを持っていますし､ それ

から社会経験もあるという中で､ マスターコースでもっ

て､ アーカイブズならアーカイブズの専門性を勉強し

ているということになると､ それを生かして今度新た

に就職した段階で､ やはり過去の社会経験もあれば､

あるいは自分の知的な基盤というものも生かせてしっ

かり勉強しているということがあって､ かなり柔軟性

がある専門性の発揮の仕方､ あるいは仕事への活用の

仕方ができてくるんじゃないかなというふうに思って

いるわけですね｡

日本の場合に､ 従来その専門職の人材養成面が必ず

しも十分じゃなかったのかなと感じています｡ それを

意識する形で学習院大学は大学院課程に専門課程を置

かれたということで､ 私は大いに期待をしているとこ

ろがあります｡

それからもう一つ大事なことは､ これは朝倉先生が

ご指摘になった資格の問題がありますね｡ 実は､ この

文書管理について､ これは先生方もご存じかもしれま

せんけれど､ 今幾つかの資格が提唱されたり､ あるい

はもう既に実行に移されて､ いろんなところで様々な

資格が広まってきているんですが､ ただこれがどうい

うレベルで教えられているかというと､ 大体高卒対象

の専門学校レベルなんですね｡ やっぱり権威のある､

しかも国際標準にのっとった専門性ということになる

と､ 専門学校レベルではやや不足すると思いますので､

それをどう今後あるべき方向へ誘導するかというとこ

ろが､ 我々に課せられた一つの課題かなというふうに

考えております｡

もう一つ､ 尾崎先生がおっしゃられた一般の公務員

に対する対応の仕方と､ それから実際に文書管理業務

そのものに携わる人たちへの対応の仕方ということで

申しますと､ 確かにこの研修を何回か繰り返すといい

ますか､ 何層かの研修体制をつくっていかなければい

けないということはまさにそのとおりだと思っており

まして､ 私どもの国立公文書館の研修プログラムも､

ご案内のように､ 今のところは二重の形で比較的経験

の浅い人たちを対象にする研修と､ それからかなり組

織の中核になってくださっている方々を対象にする研

修というふうに分けておりますが､ これも単に私たち

のところだけでそれをやっている､ 私たちのところの

研修プログラムのさらなる改善というのは当然やらな

ければいけないんですが､ それだけじゃなくて､ 例え

ば他機関とタイアップする形､ あるいは大学等々とタ

イアップする形でということは､ 今後考えていかなけ

ればいけないだろうというふうに思っております｡

あともう一つ､ これは以前に尾崎先生がどこかで言っ

ておられるのを私がこれはおもしろいなと思って､ い

まだに忘れられないのがありまして､ 公務員で文書を

作成する､ 要するに行政業務の裏表を知り尽くしてい

る方々で､ 省庁を早期にリタイアされた方をアーキビ

ストとして活用してはどうかというような､ そういう

趣旨のお話がどこかでお聴きしたかと思うんですが｡

○尾崎 官房長官のあれですね｡

○高山 私はかなり偉い地位まで上られた方々をいき

なり公文書の管理の現場というところで働いてもらう

のは無理だと思いますが､ 新たに公文書管理業務に入っ

てくる若い人たちを対象に､ あなた方が扱う文書とい

うのはどういう性格を持っているものなんだというよ

うな教育をしていただけるような教育係としてしっか

りと若い人たちを育てていただくという仕事をやって

いただければ有難いと思います｡ そういうことが例え

ば10年とか20年とか続けば､ そのうちにそれぞれの現

場で文書管理の相談に､ プロフェッショナルなのかス

ペシャリストなのかちょっと難しいんですが､ そうい

う人たちが文書の読み方みたいなものが非常に組織に

定着して伝わっていくんではないか｡ そういう面で､

尾崎先生からおっしゃってもらえますと､ どこかの省

庁で具体化できないかなというふうには思っておりま

す｡

今申しましたことに加えて､ これらの人をスペシャ

リストにするのか､ プロフェッショナルにするのか､

これは大問題でして､ それは公務員全体の人事管理の

あり方の中で､ 日本の場合にこんな人が必要だが､ ちゃ

んと処遇できるのだろうかという心配が私はあるもの

ですから､ どこまで強く言えるのかよくわからないと

ころがありますので､ その辺でもまたいろいろとご指

導いただきたいと､ そんなところです｡

○尾崎 ちょっと今のところに関連してですが､ 官房

長官のもとで勉強会をやっていたときには､ 現行の法

律を変えないでどういう改善策があるかというような

ところにポイントがあったわけですね｡ それで､ その
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ときに､ 文書､ これは歴史的文書として残すか､ それ

から廃棄するかというような判断業務を､ 行政実務に

熟達していて､ しかも年齢的に一線からリタイアして

いわば天下りでよそに行くような人の中から､ この種

の仕事に向いている人を探してやらせてみたらどうだ

ろうかという種の話をした記憶があるんですけれども､

そうやってつくった我々の報告を実は福田官房長官が

法改正にまで踏み込んでいないということでご不満で

して､ それで与党の懇談会をつくって､ それでこうい

うふうに担当大臣を……､ それで､ 要するにご不満だっ

たんです (笑)｡ それで､ 法律改正にまで踏み込んだと

いう話なんですけれどね｡

○山崎 ありがとうございます｡

4. アーカイブズの普及啓発

では､ 次にアーカイブズの普及啓発の話題に入りた

いと思いますけれども､ このアーカイブズの社会的認

知度というのですか､ そういうのを高めていくために

は公文書館による積極的な広報､ 啓発活動をしっかり

やっていくというのはもちろんでございますけれども､

マスコミの皆さんの支援・協力､ あるいは国・地方団

体､ あるいは学会､ 大学などの関係機関の連携など､

そういうさまざまなことを行っていく必要があると思

うんですけれども､ 朝倉先生は､ 今後アーカイブズの

普及・啓発あるいは国民の浸透というんですか､ そう

いうのを図っていく上ではどのようなことをやってい

けばいいとお考えでしょうか｡

○朝倉 先ほども申しましたけれども､ 一つは､ マス

コミもこれはみんな支持しておるわけですから､ どう

うまく話題を提供して使っていくかということがある

と思いますが､ もう一つ国民的認知度ということを考

えると､ 文科省と提携して学校教育の場で､ 例えば小

学校には総合学習の時間というのがあるわけですが､

高学年の児童なんかには､ そういう時間を使って､ こ

ういうものがあるんだよというようなことを教えても

らうことも､ 中学の社会科でもいいですよね､ そうい

う形でうまく誘導できれば将来の人材層の予備群が厚

くなるのかなという感じがします｡

それから､ もちろんそういうことにうまくいけば､

親の関心なり認知度も高まるでしょうし､ それを強い

て国民的関心の高まりと言うと､ 次元の低い言い方で

言うと､ 予算獲得にもそのほうが有利に働くかなと｡

○尾崎 それは決して次元の低い話ではありません

(笑)｡

○朝倉 ちょっとそんな感じがしていますね｡

○山崎 ありがとうございます｡

国民の皆さんへの利用もさることながら､ その中で

も特に研究者の方々にも今まで以上に自由に活用して

いただくことが重要なわけですけれど､ 御厨先生､ 研

究者の皆さんへの利用促進する上で､ あるいはアーカ

イブズの普及を促進する上で､ こういうふうなことを

やったらいいんじゃないかというのがおありでしたら

ちょっとご指摘いただきたいと思うんですが｡

○御厨 一般的な形でこうやって広く公文書がこれか

ら開かれますから､ そういう点ではみんな用意ドンで

一緒でいいなと思うんですね｡ 私が研究者の世界に35

年前に入ったときは､ 例えば国立国会図書館にある憲

政資料室の文書なんか､ これはなかなか近づくのが大

変で､ いや､ 近づけるんですけれど､ どうやって読ん

だらいいかという､ 読んでもらうのには､ 向こう側に

いるプロフェッショナルの人たちの協力をどう得るか

というのがなかなか大変でした｡ 私が聞かされたのは､

１年間毎日通っているうちに､ そのうち向こうから声

がかかるから､ しめた､ これで読んでもらえるみたい

なことを言われたことがあるんです｡ 今後はそういう

無駄な努力をしないでもアクセスがすごく容易になる

だろうなという気がします｡ そこで逆に私は研究者に

言わなくちゃいけないのは､ 変な話ですけれど､ さっ

き話題になった､ この公文書ははどう読むのかという

読み方､ すなわちリテラシーの問題が､ 実は研究者に

も重要になってきます｡ すべて出てくると､ じゃこれ

をどう読んだらいいのかという問題が生じる｡ ある程

度､ 学部の段階や何かでアーカイブズの教育でそれを

やっておきませんと､ 恐らく最近の若い世代は出てき

たものをそのまま信用しますから｡ 特に今の世代とい

うのは､ ご承知のようにインターネットに出てくる､

グーグルなんかで引くと､ そのまま信用して書いてく

るから､ そうすると変な話ですけれども､ 公文書に出
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ていることをそのままうのみにしてはいけないよとい

う逆の教育をしてやらないと､ とんでもない間違いを

おかします｡ 出てきたもの全部をそのまま書いちゃう

と危ないという距離感のとり方みたいなことをしっか

り勉強させなければいけないかなと､ そんなふうに思

います｡

○山崎 高山館長は､ アーカイブズの普及啓発につい

て､ 今後館としてこうようなことに取り組みたいとか､

取り組むべきだということがありますでしょうか｡

○高山 国民の各層の方々に利用していただく公文書

館ということを考えたときに､ 今まさに御厨先生がおっ

しゃったような意味で､ 公文書館リテラシーというの

が大変必要ではないかと思います｡

これはもう先生方ご承知のように､ リテラシーとい

うのは読み書き能力です｡ 公文書館についての基礎的

な素養であって､ それが非常に基礎的な段階では､ 例

えば崩し字をきちっと読めるようにするというレベル

から始まって､ それでこれはどういう文書と関連があっ

て､ それからこの記述内容は本当に信じていいのかど

うかというのは､ 今､ 御厨先生がおっしゃっているよ

うなことが正確に理解できる､ きちっとわかる､ そう

いうリテラシーを広めていくことが大事だと思います｡

こういったことはまず公文書館あたりが､ あるいは地

域の自治体の公文書館なんかと共同で､ あるいは関係

の学会の先生方と共同でもって広めていかなければい

けないのかなというふうに思っております｡

それともう一つ､ 公文書館で既にやっている事業の

中で､ リテラシーへの橋渡しになってくれるようなも

のとしては､ 次のものがあります｡ すなわち､ 春秋に

特別展をやりますし､ 夏には企画展をやっている､ あ

あいう展示会がリテラシーの向上に私はとてもいい場

を提供してくれていると思うんです｡ 特別展で考えま

すと､ 展示があって､ そして講演会があって､ 目録が

つくられるということになるんですけれど､ それを国

民の各層へずっと浸透させるためには､ リテラシーと

いう面でいろいろ配慮を加えると同時に､ 今の段階の

レベルでも､ リテラシーじゃなくて､ 本当にその展示

している資料､ こういうものが国立公文書館にあるん

だということをわからせるためにもうちょっと我々も

工夫し､ 考えていかなければいけないと思います｡

例えば展示会というのは､ 北の丸公園までいらっしゃ

い､ 朝９時から木曜と金曜除いては５時まで見られま

すよということじゃなくて､ せっかくアジア歴史資料

センターがあれだけのデジタルアーカイブシステムを

持っているわけですから､ 同じ資料がインターネット

で見られるようにして､ バーチャル展示の形でもって､

何も北の丸公園まで行かなくても見られるようにした

らいいんじゃないか｡ 沖縄から北海道までいろんな人

たちが見られるようになりますから｡ それから講演会

なんかについて言いますと､ 非常に今の季節ですと狭

い場所で人数も制限されている､ それから講師の方に

特別においでいただいてやっていますから､ 何回も同

じテーマを繰り返すわけにもいかないということになっ

ているんですが､ あれなんかも例えばオンディマンド

ビデオのようなシステムを導入すれば､ それでいつで

もどこからでも見られるようなことができれば､ 特別

展のテーマについて関係のある情報がかなり幅広く提

供できるんではないか｡ それから目録作成については､

まさに先ほどのリテラシーでありまして､ この文書に

はこういうことが書かれているんですよと､ 今お配り

しております目録にも書かれてはいるんだけれど､ もっ

と詳しいバージョンもあると､ もっと関心を持ってい

ただけるかもしれないというようなことを考えており

ます｡

それからもう一つは､ 朝倉先生がおっしゃったこと

で､ 小学校レベルでの総合学習の形でというお話がご

ざいました｡ 総合学習の公文書版ということになりま

すと､ あるいは公文書館が持っております古典籍であ

るところの内閣文庫のコレクションを用いてというこ

とになると､ ちょっと小学生には難しいかなと思って

おりますが､ しかし､ 中学・高校あたりでの総合学習､

調べ学習のような形で､ 例えば社会科､ 現在アジア歴

史資料センターが今一生懸命やってくれているんです

けれど､ 社会科の先生方と一緒になって､ 一次的な公

文書資料を使って歴史の勉強をしましょうというよう

な部分で､ そういったものをもっと普及させる｡ 普及

させるというのは具体的にどうするかというと､ 私の

アイデアとしては､ 何かそういったものでコンクール

的なものができないかなと考えておりまして､ そうい

う調べ学習方式で学校の教科の中へ取り込んでいただ

くというような形で､ 若年層の公文書に対する親しみ

みたいなものを養成していくというようなことで､ アー

カイブズの普及啓発が少しでも前へ進められるかなと

いうふうに考えております｡

○山崎 ありがとうございました｡
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5. 残された課題

では､ 大きな四番目の最後の課題でございます｡ こ

の法律が成立したわけでございますけれども､ この残

された課題につきましてお話しいただければと思いま

す｡

文化施設といたしましてよく博物館､ 図書館､ 公文

書館の３つが三本柱と言われるわけでございます｡ 今

後のこれらの役割分担でありますとかその連携､ ある

いは新たな公文書館のあり方でも結構でございます｡

これにつきまして､ 高山館長は図書館学のご専門でも

あるわけですけれども､ どのようにお考えでしょうか｡

○高山 今言われましたように､ 博物館 (Museum)､

それから図書館 (Library)､ 公文書館 (Archives)の

頭を取りまして､ ＭＬＡの連携が最近はやりになって

おりますが､ これは文化的な施設としての共通ベース

がもちろんあるんでしょうが､ もう一つ､ 機能的に考

えますと､ 記録されている情報資源の蓄積検索型の情

報サービス機関という面があるんです｡ しかし､ 日本

において行政体系が全く別々なんですね｡ 図書館と博

物館は､ これは社会教育､ 生涯学習の世界に置かれて

いる｡ 公文書館は､ 公文書管理法の第一条に関係して､

これは与野党の修正協議や何かで目的のところに書き

込まれましたように､ 主権者である国民の知的資源の

共有の場という､ そういう位置づけということになり

ます｡ この辺が単に技術的なレベルで見ておりますと

ＭＬＡの連携という形で割と最近は相互の関係が密接

になっております｡ そういう密接になれたということ

は､ 何が原因かというと､ 実は情報サービスとか､ あ

るいは公文書館の活動の結果ということではなくて､

残念ながらデジタル化の技術がぐんと進んできたとい

うことですね｡

デジタルアーカイブとデジタルライブラリーあるい

はデジタルミュージアムといったものは､ ほとんどシ

ステム上の差がなくなってきて､ いろいろと共通性が

ある｡ それならお互い､ キュレーターもアーキビスト

もライブラリアンも一緒になって何かやろうかという

ような雰囲気が出てきているということですが､ 確か

に山崎理事がおっしゃったように文化施設としての共

通点を持っているわけですから､ ここで三館種が相互

に補完し合いながら活動を展開することで､ そういう

言い方は怒られるかもしれませんけれど､ アーカイブ

ズにしてもライブラリーにしてもミュージアムにして

もどちらかというと世の中の片隅に逼塞しているわけ

ですから､ もうちょっと存在感が発揮できるんじゃな

いかと思います｡

もう一つＭＬＡ連携が言われはじめたきっかけがあ

るかと私は思っております｡ それはカナダの例なんで

すね｡ カナダが国立図書館と国立公文書館を合体いた

しました｡ これが､ 2004年からスタートしていたと思

いますが､ デジタル化の技術がどんどん高まっている

状況の中でＭＬＡ連携が進んだものですから､ ＭＬＡ

を合体させるのが新しい形での公文書館あるいは図書

館のあり方ではないかという期待が一部にあったわけ

でございます｡ いろいろと話を聞いてみますと､ 合体

の真の理由はどうもちょっと違う｡ カナダ固有の事情

もかなり強く影響しているとのことです｡ 例えば同じ

建物に２つの組織が入っていたという状況があります

し､ それからコレクションについて言えば､ 例えばカ

ナダの国立図書館というのは､ 本来の国立図書館が持

つようなそういうコレクションは北米大陸にあるとい

うことで､ アメリカの議会図書館に任せてしまって､

カナダ独自の主題に限定したコレクションづくりに注

力するとか､ そういう特性が非常に強いということが

あります｡

ですから､ カナダの例があるからカナダと同じ方向

へ必ず行くんだというようなことはちょっと言えない

かと思いますが､ ただデジタル化によって何ができた

かといいますと､ よく言われる､ だれでも､ どこでも､

いつでもフリーで使えるという､ そういう面は非常に

大きく前に進んだわけです｡ そういう面での共通性と

いうものをこれからベースにして､ サービスの形態を

始め､ お互いそれぞれ今までの歴史があって､ それな

りのものを展開してきていますから､ そういう面で非

常に参考になることが多いんじゃないかなと思います｡

我々も単にアーカイブズとしてどうあるべきかという
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ことだけを考えるんじゃなくて､ よその図書館や博物

館でどんなことをやっているんだろうかということを

少し参考にしていく必要もあるだろうというふうに思っ

ています｡

○山崎 今後の課題として､ 立法・司法の文書の移管

でありますとか､ あるいは諸外国､ 特にアメリカの大

統領図書館などで行われていますオーラルヒストリー

の部分などは日本では行われていないわけです｡ 御厨

先生は､ この法律とは別に､ 残された課題につきまし

てはどのようにお考えでしょうか｡

○御厨 山崎さんが今オーラルヒストリーということ

を言われました｡ 私もオーラルヒストリーを推進して

きた人間の一人として､ 特に公的体験を公人に語って

いただくというのが私たちが進めてきたオーラルヒス

トリーですから､ これは間違いなく公文書を補充する､

あるいは公文書に補助線をひくための資料としては非

常に重要であります｡ これを何とか実は国立公文書館

で保管していただきたい｡ むろん公文書館にオーラル

ヒストリーの事業をやれというわけではありませんが､

それをとにかく保管していただく､ それをいずれはあ

るルールをつくって公開していただくということをや

はりこういうところでないとできない作業だろうと思

いますので､ それをぜひお願いしたいと考えておりま

す｡ 後藤田正晴さん､ 宮沢喜一さんと我々のオーラル

はそれぞれ本になっておりますけれども､ あれの実は

原本といいますか､ 原テープといいますか､ それは全

部残っておるわけですね｡ 今のところ､ しかるべく保

存はしてございますけれども､ しかし大学もこれから

どうなるかわからないという状況にありますから､ 実

は安定的に保存していただけるのは公文書館ではない

かと思っております｡ その点は宮沢さんが昔､ ｢これど

うしましょうか､ 先生？｣ と言ったときに､ あの方は

非常に持って回った言い方をされるんですけれど､ ｢た

だ公文書館にもし残すということになったらご賛成い

ただけますか？｣ と言ったら､ そのときだけ一も二も

なく ｢うん､ それがいい｣ とおっしゃいました｡ そう

いう感じなのです｡ もちろんこれはまた､ お金も要る

し､ 法的な問題もあって難しいでしょうが､ ひとつ考

えていただきたいということが一つ｡ それから今､ ア

メリカの大統領図書館というお話がありましたけれど

も､ アメリカは大統領には必ずきちんと記念館を残し

て､ そこにありとあらゆるものをほうり込みますから､

そこで整理をしていくとやがてその大統領の時代に何

をやったかという全貌がわかってくるという仕組みに

なっていますね｡ 日本はそれがありません｡ たまたま

幾つか残っているケースで言えば､ 岸信介さんのもの

は､ 田布施の彼の田舎の図書館の片隅に段ボールに入

れられてそのままになっているというのが実情であり

ます｡ しかもこれは絶対に現在はある部分については

見せられない､ 巣鴨時代のものは見せられないとか､

そういうことになっているんですね｡ だけど､ まだ一

応段ボールに入れてある｡ ただ､ 段ボールに入れてあ

るとはいえ､ 保存状態はよくありません｡

それから､ 大平正芳さんも香川県のご自分の出生地

に今､ 大平記念館という､ ここに彼の首相時代の日記

とか等々納めてありますけれど､ これも結局親族が突

然借り出したりしているうちにどうなっていくかわか

らぬ嫌いがありまして危惧の念に堪えません｡ 私立の

記念館はもちろん､ 親族で経営しているわけですから､

気楽なところがあるわけです｡

一番きちんと残しておられるのは中曽根康弘さんで､

中曽根康弘さんは世界平和研究所がございますし､ そ

れから地元にも記念館をつくっておられますので､ き

ちんとやっておられますが､ それでも個人が残すとい

うのは限界があります｡ それ以後の総理については､

竹下さん以外今のところまだこれという形で残ってい

るということを私は聞いておりません｡ いずれにせよ

総理大臣が関係したものについてきちんと残すと､ そ

の周辺も残すということになります｡ そうすると政権

全体の記録としてきちんと残っていくので､ この仕事

も私は当然のことながら公文書館の､ 公文書館がそれ

を全面的に取り組めというのは今の状況では難しいで

すが､ やはり一つのコロラリーとして支援いただくな

り考えていただくということをお願いせねばなりませ

ん｡ そうしないとこの国はいつまでたっても歴史とい
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うものはすぐ忘れてしまう国になると思いますので､

その辺を申し上げておきたく思いました｡

○山崎 ありがとうございます｡

○尾崎 公文書館に寄贈を受けられるように改正され

たわけでしょう｡

○山崎 今度の法律では公文書館のほうでは寄贈を受

けられるようになります｡

○尾崎 寄贈していただいたらきちんと保管すると､

非常に大切なものですものね｡ 確かにやっぱりなかな

か個人では無理ですよね｡

○山崎 朝倉先生､ 残された課題として､ 先ほど特別

の法人というご指摘もございましたけれど､ この法律

で残された課題についてはどのようにお考えでしょう

か｡

○朝倉 特別の法人についてに限らず､ 中央機関のあ

り方について､ 早急に議論の場をつくるべきだと思い

ますけれども､ もう一つ､ 法律がというより､ もう少

し大きくこれからの公文書管理の全体をどうしていく

んだ､ そのための機関のあり方という場合に､ まず建

物､ これをどうするかという議論だってすぐ本当は始

めなくちゃいけないんだと思うんですよね｡

これは最終報告では､ 霞が関周辺ということと､ と

にかく早急に検討を始めるべきとあるんですが､ 恐ら

くこれ､ 意外と時間がないんだと思うんです｡ 10年で

満杯になるという議論がありますね､ 今の施設は｡ 10

年というのは意外と短いものですね､ あっという間で｡

時間との競争みたいなところがあって､ その議論こそ

やっぱり別の形の場を設けるべきじゃないかと｡ ただ､

これは建物だけ議論してもしようがないので､ 中の機

能やら､ そうすると全体的なシステム､ 専門家の養成､

運営等々､ 全部総合的にやらなくてはならない議論だ

と思いますけれども､ そうすると､ まして恐らくもう

議論しているうちにすぐ３年や４年たってしまうとい

うような性格でしょうから､ 何かそういう場をつくる

べきなんじゃないかなという感じがしております｡

建物だけ切り離して言いますと､ いつか雑談の場で

出ましたように､ デートもできるような場所とか､ 余

りかたく考えずに､ 建物なりそのプラザが建物を含め

て､ それ自体が展示物であるような､ そんなような楽

しい工夫も要るんだろうと思いますけれども､ いずれ

にしても､ もし10年満杯説がかなり真実に近いとすれ

ば､ 時間がないなと､ こういう感じがいたしておりま

す｡

○山崎 ありがとうございます｡

それでは､ 最後になりますけれども､ 尾崎先生､ 残

された課題につきまして､ 今ご指摘の国立公文書館の

移設の問題､ あるいは公文書管理担当機関の再生の提

議の問題といろいろあるかと思いますけれども､ 残さ

れた課題につきましてはどのようにお考えでしょうか｡

○尾崎 私は朝倉先生のご指摘がまさに残された課題

の最大のものであるというふうに思います｡ 私も何か

挙げろと言われたら同じものを挙げます｡

本来､ 公文書館に来る文書というのは､ 本来永久に

保存されるべきものなんですね｡ 未来の世代にずっと

残そうというわけですから､ だからとにかく火事で焼

けちゃったとか､ 地震で埋まっちゃったとか､ そうい

うようなことにならないような立派なものを､ たっぷ

り余裕のあるものをつくってほしいと思いますね｡ 無

駄な支出は許さないと言うんですけれども､ 余り余裕

も見ないでつくったら､ まさにお話のとおりすぐ満杯

になっちゃう話ですから､ 思い切って立派なものをつ

くるということが大切ではないかという気がしますね｡

それから､ 一時､ まだ党で議論したりなんかしてい

たころなんですけれども､ 公文書館を地域おこしに使

おうじゃないかというような話が出たりしまして､ そ

の種の話になっちゃったら非常に困るんですよね｡ や

はり日本人が一番利用しやすいところ､ 利用するとこ

ろ､ やっぱり公文書ですから､ 役所の近くじゃないと

全く効用が落ちるわけですね｡ だから､ 霞が関周辺と

いうのはそういう意味で書いたんですけれど､ 比較的

あっさり書いてありますのは､ 法律事項じゃないもの

ですから｡ ただ重要性はもう本当に重要だと思います｡

私はすごいと思ったのは､ 小渕大臣と一緒に麻生総

理のところに報告を持っていったんですね｡ 麻生総理

が報告を受け取った途端に､ こういうものは入れ物が
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大切なんだよな､ と言われたのですよ｡ これは非常に

いいところを突いている話だなと思って非常に心強く

思ったのですけれども､ 同じ精神で新内閣にもやって

いただきたいというふうに思っております｡

それから､ 人員の問題は､ ちょっと時間をかけなが

ら徐々に徐々に増やしていくというのは､ 教育の問題､

養成の問題が一つありますのと､ それから入れ物の中

に入れなくちゃいけないという問題もありますので､

そこは根気よくやっていく｡ 入れ物のほうは､ しかし､

建設しなくちゃいけませんので､ 早く取りかかるとい

うことではないかなというふうに思います｡

○高山 入れ物ができますと､ 中の雰囲気ができてき

ますので､ その雰囲気でもって随分教育される部分が

ありますね｡

○尾崎 そうだと思います｡ それで世の中の認識も変

わってくると思いますので｡

ただ､ 中身の話にちょっと戻るんですけれども､ さっ

き御厨先生がおっしゃったことで､ そこがポイントと

私も思ったんですが､ 公文書館で保存する歴史的文書

の中に変なものがまじるというのは困るんですね｡ つ

まり､ １つずつの文書をある程度疑ってかかって､ 本

当にこうかいなというように考えてみるというのは非

常に大切なことなのですけれども､ おかしなものが入

らないようにするということ､ これがやはり大切なこ

とだと思いますね｡ だから､ それを現用文書から歴史

的文書になる前に､ あるいは現用文書の段階で中間書

庫でしっかり仕分けをするということが大切だと思い

ます｡ この前､ 国会で参考人で呼ばれたときに､ 参考

人の方の中から､ 勤務時間中に書いたものは全部残せ

という意見が出たんですけれども､ 俗耳には入りやす

い話なんですが､ そういう選別を経ないでみんな残る

ということになったら､ これは後世に残るんですから､

自分個人の意見を紙に書いて残しておいて､ それが公

文書館に行っちゃうというんだったらやる人がいます

よ､ 絶対に｡

そういうものに後世の人が迷わされると､ 局議で採

用にならなかったペーパーや何かが､ 勤務時間中に書

いたからといってそれが残されてちゃんとした決裁文

書と一緒に公文書館に来てある｡ 索引すると出てくる

というようなことになったら､ 本当に公文書館にある

文書全体を疑ってみなくてはいけないという話になり

ますから､ そこのところは､ この公文書館の話じゃな

くてむしろ現用文書の話じゃないかと思いますけれど

も､ そこの選別はきちんとしなくてはいけない｡ それ

で､ むしろ学者の方々に変なものが入っているんじゃ

ないかというような､ そういう余計なご心配をかけな

いことが大切じゃないかなという気がするわけですね｡

文書の整理というのは､ 保存することも非常に大切

なんですけれども､ やっぱり廃棄するということも大

切なんですね｡ そうじゃないと､ ごみの山に埋まっちゃ

いますからね｡ だから､ 文書の整理という意味からも､

廃棄すべきものと残すものの選別というのは､ これは

公文書館にとっても非常に重要な問題だし､ また､ アー

キビストの方々がその選別にかかわるということになっ

たら､ それはもう責任重大な話なんですね｡

先ほどの経験豊かな公務員を使ったらどうだという

のは､ まさにこの選別のところで非常に役に立つんじゃ

ないかなという気がするわけでして､ これからは早目

早目に､ これはどういう目的で何年保存でという､ 中

身もちゃんと書くという､ メタデータがつきますから

いいんですが､ 昔のはついておりませんので､ 昔その

仕事の周辺にいて知っているというような人たちが選

別に力をかさないと変なものが入ってくる可能性があ

るということですね｡

○山崎 ありがとうございます｡

本日はどうもありがとうございます｡ これで終わり

たいと思いますけれど､ 特にこれは言っておきたいと

いうことがあれば｡

○御厨 先だって､ 私の教養のゼミの学生と話してい

て､ ｢いやあ､ 公文書管理法がついに通ってよかったね｣

という話をしたら､ ｢どういう意義がありますか？｣ と

真顔できかれました｡ そこで私が言ったのは､ ｢これで

いよいよ戦後は終わるんだよ､｣ と謎かけでした｡ ｢ど

ういう意味ですか？｣ というから､ ｢だってきみ､ 戦後

が始まった時に最初に官僚たちがやったのは何だか知っ
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てる？ きみたちも聞いたことあるでしょう｡ 米軍が

来るんだということで公文書をみんな焼いたんですよ｡

内務省も大蔵省も一生懸命になってみんな焼いた｡ 焼

いたとこから戦後は始まっているのさ｡ 戦後は官僚制

度の中で､ 文書
もんじょ

というものが重要視されてこなかった

ことの理由のひとつはあそこで文書を焼いた､ という

原体験があって､ それがやはりトラウマになっている

んだ｡ いよいよこれでトラウマから解放されるんだ｡

公文書にとっての“戦後”は終わって､ ここから変わ

るんだ｡｣ という話をしましてね｡ それでようやくみん

ななるほどと納得したのです｡ それを最後に紹介させ

ていただきます｡

○尾崎 有識者会議でも､ それがきっかけで戦後の官

庁の文書管理がおかしくなったのではないかという見

方がありました｡

○山崎 きょうはどうもお忙しい中ありがとうござい

ました｡
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